
泉屋博古館（せんおくはくこかん）について
私たちは住友家が収集した美術品を保存、公開する美術館です。
コレクションは中国古代青銅器をはじめ、中国・日本書画、西洋絵画、近代陶磁器、茶道具、文房具、さらには能面・能装束
など幅広い分野にわたり、現在は3,500点（国宝2件、重文19件、重要美術品60件を含む）を超える作品を京都（京都東山・
鹿ヶ谷）と東京（六本木）の二館で所蔵しています。当館事業の趣旨に賛同する住友グループ各社の支援を受け、東西二館
がそれぞれ地域の特性を活かした展覧会を開催することを通して、住友コレクションの魅力を発信しています。

泉屋博古館東京（広報担当： 橋本）
Tel:03-3584-8136   Fax:03-3584-8137 Mail:pr-tokyo@sen-oku.or.jp

＜本件に関するお問い合わせ＞

鹿子木孟郎作品として初の重要文化財指定！
鹿子木孟郎《ノルマンディーの浜》　一面　

    公益財団法人泉屋博古館（泉屋博古館東京収蔵）

    1907（明治40）年 油彩・キャンバス、164.0×219.0㎝

　《ノルマンディーの浜》は鹿子木孟郎（かのこぎたけしろう、1874～1941）が2度目のフランス留学中の1907
（明治40）年に制作されました。本作は1908年春のフランス芸術家協会サロンに入選し、帰国後の第2回文部

省美術展覧会にも出品されるなど、留学の総決算として描かれた鹿子木の代表作です。
　本作は渡仏留学生によるアカデミスム受容の好例として注目され、鹿子木がフランスで学んだ表現が豊富
な資料（下絵や日記等）とともに伝えられている点、また日本における大画面群像表現の最初期の現存作例
であり、20世紀初頭の日本における油彩画の展開に大きな役割を果たした点が評価されました。

《ノルマンディーの浜》公開情報
本作品は現在開催中の特別展「生誕151年からの鹿子木孟郎―不倒の油画道」でご覧いただけます。
　泉屋博古館東京（東京都港区六本木1－5－1）　　 開催中～2026年４月5日(日)まで
　岡山県立美術館（岡山県岡山市北区天神町8-48）　2026年5月22日（金）～7月5日（日）

今回の答申の詳細につきましては、文化庁ホームページ(外部サイトへリンク）をご参照ください。
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重要文化財の新指定が答申されました

News Release

国の文化審議会は、2026 年3月26日に文部科学大臣へ答申を行い、公益財団法人泉屋博古館（泉屋博古館東京）
が所蔵する以下の作品1点が、新たに重要文化財に指定される予定となりました。

＊「令和8年 新指定 国宝・重要文化財」展への出展はありません

https://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/94350901.html

